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調査概要 参照グラフ及び表 
 
 
 
 

グラフⅠ－１ 調査回答施設分布 
調査施設分布 
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グラフⅠ－２ 外来に
おける発達障害患者 

 
 

２０％以上３０％ 

未満, 16 ３０％以上４０％ 
未満, 7 

４０％以上, 10 

不明, 3 

１０％以上２０％ 
未満, 23 

 
１％未満, 64 

 
５％以上１０％未 

満, 82 
 
 

１％以上５％未 
満, 173 

 
 
 
 

１％未満 １％以上５％未満 ５％以上１０％未満 

１０％以上２０％未満   ２０％以上３０％未満   ３０％以上４０％未満 

４０％以上 不明 



 
 
 

グラフⅠ－３ 発達障害の種類 
 
 
 

その他, 0 
不明, 11   

自閉症スペクトラ 
ム障害（アスペル 

 
 

学習障害, 0 
 

注意欠陥多動性 

障害, 47 

精神発達遅 
滞, 98 

ガー症候群など 
自閉症スペクトラ 
ム障害の全て含 

む）, 175 

 

自閉症スペクトラ 
ム障害および注 

意欠陥多動性障 
害の併存例, 47 

 
 

自閉症スペクトラム障害（アスペルガー症候群など自閉 
症スペクトラム障害の全て含む） 自閉症スペクトラム障
害および注意欠陥多動性障害の 併存例 

注意欠陥多動性障害 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

グラフⅠ－４ 併存障害の種類 
 

F０  症状性を含む 
 
 

F６  成人の人格及 
び行動の障害, 13 

不明, 11 器質性精神障害, 
10 

F１  精神作用物質 
使用による精神及 
び行動の障害, 7 

 
F２  統合失調症、 

F５  生理的障害及 
び身体的要因に関 
連した行動症候群, 

2 

F４  神経症性障 
害、ストレス関連障 
害及び身体表現性 

障害, 142 

統合失調型障害 
及び妄想性障害 , 

25 
 
 

F３ 気分（感情） 
障害, 168 

 
F０ 症状性を含む器質性精神障害 
F１ 精神作用物質使用による精神及び行動の障害 
F２ 統合失調症、統合失調型障害及び妄想性障害 
F３ 気分（感情）障害 
F４ 神経症性障害、ストレス関連障害及び身体表現性障害 
F５ 生理的障害及び身体的要因に関連した行動症候群 
F６ 成人の人格及び行動の障害 
不明 



 
 
 

グラフⅠ－５ 治療上の困難 
 

どちらとも言えな 
い 
6% 

困難は感じない 
5% 

 
 
 

不明  非常に困難 
9% 16% 

 
困難 
24% 

 
やや困難 

40% 
 
 
 
 
 

非常に困難 やや困難 困難 困難は感じない どちらとも言えない 不明 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

グラフⅠ－６ 対応苦慮事例の内訳 
 

不明 
 

解離状態 
 

診療施設からの退去拒否 
 

危険行為（高所に登る、線路など禁止箇所への立… 
 

服薬拒否 
 

薬の変更拒否 
 

頻回の電話相談・来院 
 

脅迫行動 
 

暴力暴言 
 

こだわり 
 

強迫行動（巻き込み型） 
 

0 50 100 150 200 250 300 350 



発達障害と関連する問題行動の経験の有無 
 
 
 

グラフⅡ－１窃盗 グラフⅡ－２放火 
 

放火 

窃盗 

 
不明 
10% 

 
不明 
13% 

 
有る 
15% 

 
 

無い 
39% 

有る 
51% 

 

 
無い 
72% 

 
有る     無い     不明 有る     無い     不明 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

グラフⅡ－３暴力行為 グラフⅡ－４殺人 
 

不明 暴力行為 

8% 

 
無い 
17% 

殺人 有る 
4% 

不明 
12% 

 
有る 
75% 

 
無い 
84% 

 
有る     無い     不明 有る     無い     不明 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

グラフⅡ－５脅迫 グラフⅡ－６交通事故 
 

脅迫 交通事故 

 
不明 
12% 

 
有る 
28% 

不明 
12% 

 
有る 
31% 

 

 
無い 
60% 

無い 
57% 

 
有る     無い     不明 有る     無い     不明 



 
グラフⅡ－７ネット・ゲーム依存  

グラフⅡ－８物質乱用 
 

物質乱用 

 
不明 
8% 

無い 
24% 

 
不明 
11% 

 
有る 
68% 

 
無い 
39% 

有る 
50% 

 
 

有る     無い     不明 有る     無い     不明 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

グラフⅡ－９習癖異常 
グラフⅡ－１０ 性的習

癖異常（フェチズム等） 
習癖異常 性的習癖異常（フェチズム等） 

 
不明 
11% 

不明 
11% 

 
有る 
23% 

 
無い 
30% 

 
有る 
59% 

 
 

無い 
66% 

 
有る     無い     不明 有る     無い     不明 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

グラフⅡ－１１ 性
同一性障害関連問題 

不明, 10.8, 性同一性障害関連問題 

11% 
 

 
有る, 28.8, 

29% 
 

無い, 60.3, 
60% 

 

グラフⅡ－１２異性問題 
 

異性問題 

 
不明 
10% 

 
無い 
27% 

有る 
63% 

 
 

有る     無い     不明 有る     無い     不明 



 
 

グラフⅡ－１３ストーカー グラフⅡ－１４摂食行動異常 
 

ストーカー 

 
不明 
10% 

 
 
 
有る 
30% 

不明 
7% 

 
無い 
21% 

摂食行動異常 

 
 

無い 
60% 

有る 
72% 

 
有る     無い     不明 有る     無い     不明 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

グラフⅡ－１５自傷行為 グラフⅡ－１６動物虐待 
 

不明 自傷行為 

6% 
動物虐待 

 
無い 
13% 

不明 
12% 

有る 
16% 

 
 

有る 
81% 

 
無い 
72% 

 
有る     無い     不明 有る     無い     不明 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
グラフⅡ－１７不穏興奮状態 グラフⅡ－１８パニック状態 

 
 

無い 
10% 

不穏興奮状態      不明 
5% 

不明 パニック状態 

無い 7% 

9% 

 
 
 

有る 
85% 

有る 
84% 

 
有る     無い     不明 有る     無い     不明 



 
 
グラフⅡ－１９巻き込み強迫 グラフⅡ－２０ひきこもり 

 
巻き込み強迫 

 
不明 
9% 

ひきこもり     不明 
無い 6% 
9% 

 

無い 
32% 

 
有る 
59% 

 
 

有る 
85% 

 
有る     無い     不明 有る     無い     不明 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

発達障害の問題行動への薬物療法の実態 
 
 
 
 
 

表Ⅲ－１ 発達障害の問題
行動への 薬物療法Ⅰ 

 

順位 割合 薬物種類 

１位 ４３．７％ 非定型抗精神病薬 

２位 １３．８％ 気分安定薬（抗てんかん薬を含む） 

３位 １１．４％ 非中枢刺激 ADHD 治療薬 

４位 １１．１％ 抗うつ薬（SSRI・SNRI を含む） 

５位 ８．５％ 抗不安薬 



表Ⅲ－２ 発達障害の問題
行動への 薬物療法Ⅱ 

No.  組み合わせ ｎ % 
1 非定型抗精神病薬－気分安定薬 89 23.5 
2 非定型抗精神病薬－抗うつ薬 30 7.9 
3 非定型抗精神病薬－抗不安薬 or 漢方薬 25 6.6 
4 気分安定薬－非定型抗精神病薬 21 5.6 
5 抗うつ薬－気分安定薬 15 4.0 
6 非中枢刺激 ADHD 治療薬－抗うつ薬 15 4.0 
7 非中枢刺激 ADHD 治療薬－非定型抗精神病薬 14 3.7 
8 非定型抗精神病薬－非中枢刺激 ADHD 治療薬 12 3.2 
9 抗うつ薬－抗不安薬 or 漢方薬 10 2.6 

10 気分安定薬－抗不安薬 or 漢方薬 10 2.6 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表Ⅲ－３ 非定型精神病
薬の中での 使用順位 

 

順位 割合 薬物種類 

１位 ３９．４％ リスペリドン 

２位 ２４．３％ アルピプラゾール 

３位 １５．１％ オランザピン 

４位 １０．３％ クエチアピン 

５位 １．９％ ブロナセリン 



 
 
 

表Ⅲ－４ 
ADHD 治療薬の中での 

使用順位 
 

順位と％ 

１位 ５９％ 非中枢刺激薬 

２位 １７．２％ 中枢刺激薬 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

グラフⅤ 対応の在り方 
 

患者の成育歴、特 
性、経過、症状と 
行動障害発現時 
の対応を記載した 
カードを所持させ 

る。5% 
 

警察や対応行政 
機関・職場・学校に 
おいて発達障害の 
特性理解のため e 
ラーニングを研修 
の必修項目に含め 

る。10% 

 
携帯にて緊急時の 
対応を表示可能な 

アプリの作成。 
1% 

 
 

緊急対応施設の 
整備充実 

18% 

 
その他 不明 

2% 6% 

 
 
 

簡易対応マニュア 
ルの策定 

27% 
 

 
 
 
 

各都道府県に発達 
障害対応相談セン 

ターの設置 
31% 

簡易対応マニュアルの策定 
各都道府県に発達障害対応相談センターの設置 緊急対応施設の整備充
実 

警察や対応行政機関・職場・学校において発達障害の特性理解のため e ラーニングを研修の必修項目に含める。 
患者の成育歴、特性、経過、症状と行動障害発現時の対応を記載したカードを所持させる。 携帯にて緊急時の
対応を表示可能なアプリの作成。 
その他 
不明 


